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纏ンン輸曲スピス開館を話熙ンン路
「こどものホスピス」とは、重い病気を持つこども連と家族に                       |

遊び 。まなび ・交流 ・癒しなど様々なプログラムを通じてかかわる民間の活動です。

30年前に英国で設立された
“
ヘレンハウス

"で
始まり、世界に広がつています。

2009年 に
“
ヘレンハウス

"の
倉」始者、シスター ・フランシス連を招いて                   |

大阪で開催したセミナーでは、
“
Live Deep"を合言葉に、その活動を、多くの方から共感の言葉をいただきました。

|
2010年、シスターフランシスが残した

“
Start small(できることからはじめなさい)" に D平応し、

「こどものホスピスプロジェクト」を結成。

こども連や家族と、訪間、イベントなどの活動を少しずつ行つてきました。

そして、多くの方にご支援のおかげで、

2015年 「地域がささえるこどものホスピス」開設が現実のことになりました。

「こどものホスピス」は民間の活動で、みなさまの応援やご協力が必要です。

この機会に、少しでも多くの方々に御来場いただき、共感いただければ幸いです。

◎参加方法

ウェブサイト申込みフォームまたはFAXにてお申し込みください。申込締切日 3月 20日 (金)まで (先着順)
一般社団法人こどものホスピスプロジェクトhtp:〃www口chHdrenshospiceコjp

■開会のご挨拶

こどものホスピスプロジェクトから

みなさまへのメッセージ
原 純

一
(大阪市立総合医療センター3目J院長/こどものホスピスプロジェクト)

LiVE DEEP～

E基 調講演

こどものスベシャリストからのプレゼンテーション
●医療の現場から

多:ヨ掃呂毒妻子(こどものホスピスプロジェクト:常務理事/大阪市総合医療センター:部長)

●教育の現場から

副島 賢和先生 lBa和大学病院さいかち学級t教船

●保育の現場から

佐 藤    ラ ヒ生 (旭川大学短期 大学部 :教授)

0家 族の立場から

|■=

第 2音「
TOGETHER FOR

を目孝して。
議騒轟餞鵜畠醒畠ぴ鶴賊畿&綾か隠綾督♂議

欝酸げ照鬱爾申騒鰻鹸轟畿ン顕―H4戦罐準「静鶴鞍
高場 秀樹 ・岡崎 伸 にどものホスピスプ命ジェクト)

こどものホスピスに岡わるこどものスペシャリスト選
とアンパサダーが思う 「今、何が必要か』

●ボランティア (クリエイタ中)の 役割

●ボランティア (クリエイター)という
スペシャリスト違 ほ か

■特別公演

ホスピタルクラウン

によるパフォーマンス

(日本ホスピタルクラウン協会)

■感謝状の贈呈

■聞会の辞

高 場 秀 樹 (こどものホスピスプロジェクト:理事長)
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